
モノづくり産業の高付加価値化で地域貢献
東
北
地
域
の
産
業
活
性
化
に
寄
与

産業技術総合研究所東北センター所長原田晃

ごあいさつ
　
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総

合
研
究
所

産
総
研

は
旧
工

業
技
術
院
の

の
研
究
所
が
統

合
・
再
編
さ
れ
て
２
０
０
１
年

４
月
に
設
立
さ
れ
、
こ
の
時
に

旧
東
北
工
業
技
術
研
究
所
を
基

に
産
総
研
東
北
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
産
総
研
は
、

持
続
発
展
可
能
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、
基
礎
研
究
の
成
果
を
社
会

に
繋
ぐ
た
め
に
基
礎
か
ら
実
用

化
ま
で
連
続
的
な
研
究

「
本

格
研
究
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

０
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
３
期
中

期
計
画
期
間
で
は
、
「

世
紀

型
課
題
の
解
決
」
「
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
機
能
の

強
化
」
の
二
つ
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
、
全
国
８
カ
所
に
置
か
れ

て
い
る
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
地
域
の
産
業
集
積
、
技

術
的
特
性
・
地
域
ニ
ー
ズ
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
地
域
経
済
の
競

争
力
を
支
え
る
最
高
水
準
の
研

究
開
発
を
推
進
し
、
地
域
活
性

化
の
中
核
と
し
て
の
機
能
強
化

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
東
北
セ
ン
タ
ー
に
は
、
産
業

分
野
か
ら
の
環
境
負
荷
を
減
ら

す
こ
と
を
目
指
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
で
シ
ン
プ
ル
な
化
学
生
産
シ

ス
テ
ム
を
実
現
す
る
研
究
開
発

を
実
施
し
て
い
る
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
学
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ

ー
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
研
究
・
開
発
さ
れ
て
い
る
化

学
技
術
の
利
用
は
化
学
産
業
の

み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
様
々
な
も
の
づ
く
り
に
関

連
す
る
産
業
分
野
に
応
用
す
る

こ
と
で
、
産
業
の
環
境
に
対
す

る
負
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今

回
の
特
集
で
は
、
最
近
の
研
究

成
果
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ら
東
北
セ
ン
タ
ー

で
開
発
さ
れ
る
技
術
を
東
北
地

域
の
産
業
に
活
用
し
て
頂
く
た

め
、
ま
た
、
東
北
の
産
業
界
が

必
要
と
し
て
い
る
技
術
を
産
総

研
全
体
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
東

北
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
っ
た

産
学
官
連
携
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
の
中
で
は
、

産
総
研
で
開
発
さ
れ
た
最
新
の

技
術
を
紹
介
す
る
「
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
東
北
経
済
産
業
局
や
各
県

の
工
業
系
公
設
試
験
研
究
機
関

等
と
連
携
し
た
地
域
の
産
業
支

援
活
動
に
力
を
入
れ
て
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
東
北

地
域
の
産
業
の
活
性
化
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

産
総
研
の
地
域
で
の
活
動
を
地

元
の
皆
さ
ま
と
話
し
合
う
「
本

格
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
東

北
地
域
で
は
こ
の
３
年
仙
台
で

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

広
い
地
域
の
皆
さ
ま
と
対
話
し

た
い
と
本
年
は

月

日
に
秋

田
で
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
産
総
研
の
持
つ
多
く
の
新

技
術
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
月
日
に
開
催

昨
年
の
会
場

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

は

月

日

月

、
秋

田
市
の
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
「
持
続
可
能
社
会
を

支
え
る
東
北
の
精
緻
な
も

の
づ
く
り
技
術
」
と
題
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
く
。

時
間
は

時

分
か
ら
で
、
参

加
費
は
無
料
。

産
総
研
の
野
間

口
有
理
事
長
、

東
北
経
済
産
業

局
の
山
田
尚
義

局
長
、
秋
田
県

の
堀
井
啓
一
副

知
事
が
来
賓
あ
い
さ
つ
。

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
大
塚
晃
執
行
役
員

に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ

か
、
循
環
型
社
会
を
目
指

す
東
北
地
方
の
モ
ノ
づ
く

り
企
業
、
秋
田
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
、
産
総
研
な

ど
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
企
業
の
復
興
・
振
興

策
を
議
論
。

件
の
パ
ネ

ル
展
示
も
行
う
。
半
導
体

や
自
動
車
に
加
え
て
、
航

空
宇
宙
産
業
に
参
入
す
る

た
め
に
企
業
に
求
め
ら
れ

る
技
術
戦
略
を
探
る
。
連

絡
先
は
産
総
研
東
北
セ
ン

タ
ー
本
格
研
究
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
担
当

０
２
２
・

２
３
７
・
０
９
３
６

。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
２
０
１
０
年
度
か
ら
第
３
期
中
期
計
画
期
間
に
入
り
、
東
北
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
に

合
わ
せ
て
地
域
事
業
計
画
を
作
成
し
た
。
柱
は
「
化
学
を
中
心
と
す
る
モ
ノ
づ
く
り
技
術

低
環
境
負
荷
型
、
分

散
型
適
量
生
産

」
を
軸
と
し
て
、
東
北
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
を
目
指
す
と
い
う
も
の
だ
。
７
月
に
は
ト
ヨ

タ
自
動
車
東
日
本

宮
城
県
大
衡
村

が
発
足
し
、
東
北
地
域
の
産
業
構
造
も
大
き
く
変
わ
り
始
め
た
。
地
域
企

業
の
技
術
力
を
高
め
る
役
割
と
と
も
に
、
新
産
業
創
出
に
向
け
た
地
域
企
業
間
、
産
学
の
橋
渡
し
の
役
割
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
化
学
を
中
心
と
す
る
モ
ノ
づ
く
り
技
術
」
軸
に
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化

産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
研
究
開
発
面
か
ら
企
業
支
援

マ
イ
ク
ロ
リ
ア
ク
タ
ー
を
用
い
た
ナ
ノ
微
粒
子
の
合
成

マ
イ
ク
ロ
波
の
化
学
プ
ロ
セ
ス
へ
の
利
用

研究成果

金
属
ナ
ノ
粒
子
内
包
ポ
リ

イ
ミ
ド
微
粒
子
の
Ｔ
Ｅ
Ｍ
像

産
業
技
術
総
合
研
究
所
東
北
セ
ン
タ
ー
特
集　

産
総
研
東
北
セ
ン
タ
ー
の

重
要
な
機
能
の
一
つ
が
、
産

総
研
の
研
究
成
果
を
民
間
企

業
と
と
も
に
実
用
化
す
る
こ

と
だ
。
そ
の
た
め
に
独
自
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト

化
学
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ

ー
の
研
究
課
題
と
産
業
界
の

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

「
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム

Ｇ
Ｉ
Ｃ

」
、
東

北
セ
ン
タ
ー
が
実
用
化
し
た

粘
土
を
主
成
分
と
す
る
フ
ィ

ル
ム
材
料
「
ク
レ
ー
ス
ト
」

の
情
報
共
有
と
応
用
技
術
の

共
同
開
発
を
行
う
「
Ｃ
ｌ
ａ

ｙ
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」
が
中
心
だ
。

　
ま
た
公
設
研
究
機
関
と
連

携
し
、
域
内
の
企
業
の
技
術

革
新
を
促
進
す
る
研
究
会
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
。
代
表
的
な
も
の
が
「
東

北
航
空
宇
宙
産
業
研
究
会
」

だ
。
会
員
企
業
は

社
で
、

会
員
数
は
１
８
０
人
。
東
北

の
産
官
学
が
連
携
し
て
次
世

代
の
成
長
産
業
、
航
空
宇
宙

産
業
の
集
積
を
目
指
す
。

　
産
総
研
東
北
セ
ン
タ
ー
の

原
田
晃
所
長
は
東
北
地
方
の

優
位
性
に
つ
い
て
、
航
空
宇

宙
産
業
が
求
め
る
安
定
し
た

品
質
の
製
品
を
長
期
間
供
給

で
き
る
点
が
強
み
だ
」
と
話

す
。
す
で
に
試
作
品
の
受
注

実
績
を
持
つ
企
業
も
多
い
。

　
オ
ー
ル
産
総
研
の
研
究
成

果
を
東
北
地
域
企
業
に
紹
介

す
る
「
産
総
研
・
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー

毎
月
開
催

」

や
、
地
域
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
「
東

北
コ
ラ
ボ
１
０
０
」
事
業
を

実
施
す
る
。

　
７
月
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
も
発
足
し
、
自
動
車
産

業
の
集
積
も
進
ん
で
き
た
。

東
北
地
方
の
モ
ノ
づ
く
り
企

業
を
研
究
開
発
面
か
ら
支
援

す
る
た
め
同
セ
ン
タ
ー
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
後
、
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
。

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月３１日 水曜日 【特別企画】 （ ）

　
東
北
セ
ン
タ
ー
は
「
コ
ン

パ
ク
ト
化
学
シ
ス
テ
ム
研
究

セ
ン
タ
ー
と
東
北
産
学
官

連
携
セ
ン
タ
ー
」
と
を
設
置

し
て
研
究
開
発
、
公
設
試
験

研
究
機
関
や
大
学
、
地
域
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
最
新
の
化
学
プ
ロ

セ
ス
を
活
用
し
て
地
域
企
業

の
環
境
負
荷
低
減
、
コ
ス
ト

削
減
を
可
能
に
す
る
技
術
開

発
な
ど
を
支
援
し
て
き
た
。

　
３
期
目
の
重
点
課
題
と
し

て
水
や
二
酸
化
炭
素
、
マ
イ

ク
ロ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を

行
う
「
高
温
高
圧
化
学
シ
ス

テ
ム
技
術
」
、
粘
土
や
ゼ
オ

ラ
イ
ト
な
ど
無
機
材
料
を
使

っ
た
新
素
材
開
発
を
行
う

「
無
機
材
料
プ
ロ
セ
ス
技

術
」
、
複
雑
な
反
応
プ
ロ
セ

ス
や
生
産
設
備
、
シ
ス
テ
ム

の
シ
ン
プ
ル
化
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
目
指
す
「
反
応
場
融

合
新
規
プ
ロ
セ
ス
」
を
掲
げ

た
。
震
災
後
、
新
た
な
課
題

と
し
て
浮
上
し
た
「
環
境
対

応
」
や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
に
つ
い
て
も
新
素
材

や
新
プ
ロ
セ
ス
技
術
で
対
応

す
る
考
え
だ
。

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
化
学
シ
ス

テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
５

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
共

同
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る

表

。
な
か
で
も
「
高
機

能
粘
土
膜
技
術
」
と
、
「
二

酸
化
炭
素
を
使
っ
た
次
世
代

塗
装
技
術
」
は
実
用
化
に
向

け
て
企
業
と
の
共
同
研
究
が

加
速
。
高
機
能
粘
土
膜
技
術

は
先
端
機
能
材
料
チ
ー
ム
が

担
う
。
粘
土
な
ど
簡
単
に
手

に
入
れ
ら
れ
る
原
料
か
ら
、

省
エ
ネ
で
機
能
性
の
高
い
新

素
材
の
開
発
を
行
っ
て
い

る
。
同
チ
ー
ム
は
主
原
料
の

粘
土
に
添
加
剤
を
加
え
て
、

均
一
な
厚
さ
の
粘
土
膜
「
ク

レ
ー
ス
ト
」
を
開
発
し
た
。

　
主
成
分
が
無
機
材
料
の
た

め
耐
熱
性
、
ガ
ス
バ
リ
ア
ー

性
な
ど
に
優
れ
て
い
る
。
自

動
車
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

関
連
に
使
う
耐
熱
シ
ー
ル
材

や
透
明
不
燃
シ
ー
ト
、
光
触

媒
―
粘
土
フ
ィ
ル
タ
ー
、
水

蒸
気
バ
リ
ア
ー
膜
用
粘
土
な

ど
を
企
業
と
と
も
に
技
術
の

改
善
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改

良
に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ

て
き
た
。

　
一
方
、
次
世
代
塗
装
技
術

は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
チ
ー
ム
と

共
同
研
究
企
業
の
加
美
電
子

工
業

宮
城
県
加
美
町

が

装
置
化
し
た
。
揮
発
性
有
機

化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

排
出
量

を
大
幅
に
減
ら
す
装
置
と
適

合
塗
料
の
開
発
、
さ
ら
に
宮

城
県
産
業
総
合
技
術
セ
ン
タ

ー
が
塗
装
後
の
品
質
評
価
技

術
の
確
立
を
行
っ
た
。

　
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
削
減
す
る
一

方
、
有
機
溶
剤
系
塗
装
が
持

つ
高
い
意
匠
性
の
確
保
、
既

存
の
設
備
ラ
イ
ン
に
置
き
換

え
可
能
な
装
置
開
発
を
目
指

し
た
。
研
究
成
果
を
反
映
し

た
新
装
置
、
新
塗
料
に
も
こ

ぎ
着
け
た
。
今
後
は
さ
ら
に

技
術
を
高
度
化
・
大
型
化

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
用

途
拡
大
し
た
い
考
え
だ
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
活
動
や

産
学
官
連
携
も
重
要
な
役
割

だ
。
東
北
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

な
く
、
オ
ー
ル
産
総
研
で
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
東

北
セ
ン
タ
ー
と
東
北
６
県
７

公
設
試
験
研
究
機
関
で
構
成

す
る
産
技
連
東
北
地
域
部
会

で
は
「
東
北
航
空
宇
宙
産
業

研
究
会
」
と
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
加
工
技
術
研
究
会
」

お
よ
び
「
東
北
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
将
来
の
成
長
産
業

の
一
つ
と
さ
れ
る
航
空
宇
宙

産
業
、
さ
ら
に
集
積
が
進
む

自
動
車
産
業
な
ど
を
支
援
し

震
災
か
ら
の
産
業
復
興
を
強

力
に
後
押
し
す
る
考
え
だ
。

▲コ
ン
パ
ク
ト
マ
イ
ク
ロ
波
リ

ア
ク
タ
ー

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
学
シ
ス
テ

ム
研
究
セ
ン
タ
ー
の
石
坂
孝

之
研
究
員
ら
は
、
マ
イ
ク
ロ

リ
ア
ク
タ
ー
を
用
い
て
金
ナ

ノ
粒
子
内
包
ポ
リ
イ
ミ
ド
微

粒
子
の
作
製
に
成
功
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
リ
ア
ク
タ
ー
の
持

つ
特
徴
と
な
る
「
迅
速
な
逐

次
操
作
」

石
坂
研
究
員

に
よ
り
、
耐
熱
性
高
分
子
の

ポ
リ
イ
ミ
ド
ナ
ノ
微
粒
子
内

の
金
ナ
ノ
粒
子
の
均
一
固
定

化
に
つ
な
げ
た
。
耐
久
性
が

高
い
触
媒
と
し
て
の
利
用
が

期
待
で
き
る
と
い
う
。

　
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
サ
イ

ズ
の
流
路
か
ら
構
成
さ
れ
る

マ
イ
ク
ロ
リ
ア
ク
タ
ー
は
流

量
の
精
密
制
御
や
迅
速
な
混

合
、
迅
速
な
加
熱
な
ど
迅
速

な
逐
次
操
作
が
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
。
マ
イ
ク
ロ

リ
ア
ク
タ
ー
を
多
段
階
に
用

い
た
作
製
方
法
に
よ
り
各
原

料
の
溶
液
を
混
合
し
、
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
か
ら
再
沈
殿
さ
せ

て
複
合
微
粒
子
を
生
成
す

る
。
こ
う
し
た
作
製
法
に
よ

り
、
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
金
微
粒

子
が
凝
集
す
る
前
に
ポ
リ
イ

ミ
ド
微
粒
子
内
に
均
一
に
分

散
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
実
験
に
よ
る
合
成
時
間

は
数
秒
で
、
ポ
リ
イ
ミ
ド
微

粒
子
の
平
均
粒
径
は
約
５
０

０

、
内
包
さ
れ
た
金
微

粒
子
の
同
粒
径
は
約
５

。
　
触
媒
性
能
の
検
討
で
は
、

超
臨
界
二
酸
化
炭
素
中
で
の

ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
の
水
素
化

反
応
に
対
す
る
触
媒
活
性
で

良
好
な
性
能
を
確
認
し
た
。

金
ナ
ノ
粒
子
は
内
包
さ
れ
る

た
め
脱
離
や
融
合
を
抑
制
で

き
る
と
い
う
。
今
後
は
複
合

微
粒
子
作
製
の
応
用
範
囲
を

広
げ
て
い
く
構
え
だ
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
学
シ
ス
テ

ム
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
岡
将

輝
研
究
員
ら
は
、
独
自
の
マ

イ
ク
ロ
波
加
熱
技
術
を
利
用

し
た
化
学
プ
ロ
セ
ス
へ
の
用

途
開
発
を
進
め
て
い
る
。
す

で
に
化
学
反
応
を
行
う
円
筒

型
反
応
容
器
内

反
応
場

に
入
射
と
反
射
の
合
成
波
と

な
る
定
在
波
を
安
定
的
に
維

持
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

て
お
り
、
試
料
を
均
一
に
加

熱
す
る
基
本
的
な
技
術
を
確

立
し
た
。
照
射
ム
ラ
な
ど
マ

イ
ク
ロ
波
加
熱
の
課
題
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
。
西
岡
研
究

員
は
「
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な

化
学
反
応
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
力
点
を
置
い
て
い
る
」
と

い
う
。

　
東
北
セ
ン
タ
ー
の
マ
イ
ク

ロ
波
加
熱
技
術
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
は
「
均
一
加
熱
」

「
コ
ン
パ
ク
ト
」
「
反
応
場

セ
ン
シ
ン
グ
」
の
３
点
。
用

途
開
発
へ
の
試
み
で
は
、
チ

ュ
ー
ブ
状
パ
ラ
ジ
ウ
ム
膜
触

媒
と
マ
イ
ク
ロ
波
選
択
加
熱

を
融
合
し
た
エ
チ
レ
ン
ガ
ス

の
低
温
分
解
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ガ
ス
へ
の
熱
移

動
を
抑
制
し
、
冷
凍
コ
ン
テ

ナ
な
ど
へ
の
利
用
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
文
庫
本
サ

イ
ズ
の
小
型
マ
イ
ク
ロ
波
リ

ア
ク
タ
ー
を
作
製
し
、
こ
れ

で
金
属
ナ
ノ
粒
子
の
連
続
合

成
を
実
現
し
た
。
「
多
品
種

少
量
に
対
応
し
た
装
置

西

岡
研
究
員

に
な
る
。
セ
ン

シ
ン
グ
へ
の
応
用
で
は
、
反

射
マ
イ
ク
ロ
波
の
解
析
に
よ

り
セ
ン
サ
ー
を
使
わ
ず
に
反

応
管
中
の
気
泡
検
出
に
成
功

し
て
お
り
、
マ
イ
ク
ロ
波
利

用
の
幅
を
反
応
場
の
監
視
分

野
に
広
げ
つ
つ
あ
る
。


